
 

秋のはじまり       

                            校長 鬼武伸哉 

小学生の頃は、８月を過ぎるとなぜだか、時間の経過に拍車がかかるように感じ、夏休みの残りをカウント

ダウンしていたことを思いだします。中学生になると、部活動の大会に向けた練習試合や大会への参加で忙し

く、日を数える気力がないほど疲れ果てていました。特に、３年生の夏は、受験勉強に取り組む傍ら、最後に

なる各種大会に向けて汗を流していました。灼熱の太陽に照らされたスポーツバッグで火傷をしそうなほど

の痛さや暑さに耐えながら、駐車場の隅で、社会科の教科書に何度も目を通していたことが忘れられません。 

連日、吐き気がしそうなほどの酷暑が続いていますが、暦の上では夏は明日までで、７日は立秋、秋が始ま

ります。世界の多くのスポーツファンを沸かせているパリ 2024 オリンピックも１１日には閉幕し、今月末

のパリ 2024 パラリンピックの開始までひとときの静けさを取り戻すことになります。ただ、現在はまだ、

眠い目をこすりながら、仕事に向かわれている方も少なからずおられるのではないでしょうか。夏はまだ、暦

の上でも、心の中でも終わっておりません。 

今号も、私事で大変、恐縮ですが、久しぶりにドラマ視聴にはまっています。普段は、続けて観ることがき

つくなり、バラエティで楽しむことはあっても、ドラマにはまることはほとんどありませんでした。たまたま、

１学期に実施した土曜参観日の振替休日にテレビをつけていたところ、私の好きなロックバンドの歌が耳に

飛び込んできたことがきっかけでした。繰り返し流される優しく物悲しい旋律に呼応するかのような俳優陣

の繊細な演技、巧みな演出の数々、そして何より様々な親子の形を通して、家族や人と人との間に生じる心の

葛藤、愛のあり方等を視聴者に問いかける秀逸な物語に入り込んでしまいました。私たちにとって、「幸せと

は何か」という哲学的にも思えるテーマを突き付けられているように思い、しばしば考えてしまいます。 

 

しあわせはいつも じぶんのこころがきめる    相田みつを 

先月号で触れましたように、私と父は、隣に住んでいながら、幼いころからのしっくりとこないやり取りの

積み重ねで、いつも心の距離を感じていました。逆に離れていても、愛を育む関係を築く人たちもいることで

しょう。話をドラマに戻しますと、主人公の一人娘をある期間支え続けた男性が、「血でも法律でもつながっ

ていないですからね。弱いもんですよ。そばにいただけの他人なんて…」とつぶやく場面があります。言葉に

しにくい感情を見事に表現している演技に、思わず引き込まれましたが、果たして本当にそうでしょうか。 

肺がんで苦しい思いをしながら、父と同じ年に亡くなった母は、認知症で新しい記憶はほとんどなく、晩年

は外出することもほとんどありませんでしたが、そばに居続けた柴犬をこよなく愛していました。末期がんの

母を亡くなる一週間前まで入院させることができなかった最大の理由は、母にとってどんな名医より、そして

伴侶や子どもたちより、一匹の愛犬のぬくもりの方が必要だったことを確信していたからです。母が亡くなっ

てひと月足らずでその老犬も私の膝の上で、息を引き取りました。私の帰りを待っていたかのように、苦しみ

ながらも私の手のひらから水を一口、口に含み最後に大きく息を吸い込んで１８年余りの生涯を閉じました。

もしも、亡くなる順番が逆だったら、どんな悲劇が起きていたかを想像するに難くありません。それほど、彼

女は母を支えていました。母の晩年の苦しみをただ見つめ続けることで和らげた大切な家族の一員に、どんな

に感謝しても感謝しきれません。愛の形は、無数に存在すると思います。 

 

I hope that I have a place in your heart too. （あなたの心の中にも私の場所がありますように） 

宇多田ヒカル First Love より 

心の中に相手を想う場所があることが愛情の原点ではないでしょうか。 

秋のはじまりを実感するには、まだまだ時間がかかりそうですが、ご家族やご親族が集う時間や機会の多い

夏休みに、多様な人と人とのかかわりについて思いを巡らせ、出会うことで生じる温かく優しい空間の中で、

お子様の昔話や今後についての話に花を咲かせていただけますよう、願っております。 

 

令和６年８月５日（月） 
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１学期、様々な行事や活動で子どもたちが成長しています 

 学校だよりや学年だより、学級通信等で時折、紹介しておりますが、本校生徒は、地域で行われる様々な

行事や活動に積極的に参加したり、授業に地域の方々を講師としてお迎えしたりすることで、多くのことを学

んでおります。関係者の皆様には本当にお世話になりました。今号では、その中のいくつかの行事を、取り上

げ、紹介できなかった活動の様子を写真でお知らせします。 

和木町福祉まつり、すくすくフェスタ 6 月 1 日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和木こども園なつまつり ７月６日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浴衣着付け教室（２年生） ７月１２日（金） 

 

 

 

 

 

 


